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10月４日（土）、午後４時からまほろば西側で、姫神の演

奏会があり、約400名の方が来聴しました。姫神は、東北

地方を中心に活動し、その楽曲はテレビのテーマソング

にも採用されています。これまで白山三馬場の中では、

石川県の白山比咩神社、岐阜県の長滝白山神社で奉納演

奏をされ、平泉寺では初めてとなります。夕闇が迫る幻

想的な雰囲気の中、シンセサイザーの音色は、来聴者を

平泉寺悠久の歴史へといざなっているようでした。

①

まほろばが開館して２年が経過した10月12日、入館

者が６万人を達成し、記念セレモニーが行われまし

た。６万人目の幸運を射止めたのは、広島県から

お越しの堀本様ご家族３世代８名です。おじい

様のご希望で平泉寺を訪れたとのことで、突然

の幸運にびっくりされていました。山岸市長か

ら花束や平泉寺記念品が贈呈されると、皆さん、

大変喜んでおられました。

10月５日（日）、まほろば開館２周年イベントとして、

白山平泉寺サポーターズクラブが「琴の調べにつつ

まれて 白洲正子『隠れ里』より～越前平泉寺～」

と題し、本の朗読と琴の演奏会を開催しました。

白洲正子さんの格調高い平泉寺の文章の朗読と北川

琴与さんによる琴の演奏がマッチして、64名の参加

者は本の中の平泉寺を旅しているようでした。

10月18日（土）、勝山ネイチャークラブ協力のも

と、平泉寺で野鳥巣箱の観察会を開催しました。

この観察会は、今年の春に設置した5個の巣箱

の内、いくつが使われたかを確認するもので、

実際、２個に使われた痕跡が見つかりました。

参加した親子11名は興味深げに巣箱の中を観察

していました。



②


